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2016年2月期
2015年3月1日～2016年2月29日

株 主 
通 信

■ 売上高
（単位： 百万円）

■ 営業利益
（単位： 百万円）

■ 当期純利益
（単位： 百万円）
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新宿野村ビル２５階
TEL: 03-6911-3216
URL： http://ir.tkg.jp/company/ 

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　2015年8月、おかげさまで当社は創業30周年を迎えることができました。
そして、これからの30年へ向けて新たな一歩を踏み出すことになりました。これ
もひとえに株主の皆様の日ごろのご支援の賜物と存じます。改めて心より感謝
申し上げます。
　現在、当社は2018年2月期を最終年度とする中期経営計画「Dynamic 
Challenge 2017」に基づいて事業展開しており、その初年度となる当期にお
きましては、売上高17,094百万円で前期比+8.8%、営業利益2,217百万円で
前期比+28.6%、経常利益2,223百万円で前期比+28.6%、当期純利益1,383
百万円で前期比+28.6%と、4期連続で増収増益を達成いたしました。
　新規教室開校やマーケティング改革の強化などの奏功により、問合せ数およ
び入会者数が大幅に増加した結果、当期期中平均の在籍生徒数は過去最高を
記録することができました。また、積極的な広告宣伝活動や生徒数増加に対応
する教室の増床・リニューアルなどを実施する一方で、コストの効率化・適正化を
更に追求いたしました。
　2017年2月期以降も、引き続き、同計画で掲げている「教育力の強化」「都市
部ドミナント戦略×サービスポートフォリオ拡充」「ベネッセグループ連携による
付加価値向上」の3つの成長戦略をより一層推進することで、持続的な成長によ
る企業価値の更なる向上を目指してまいります。
　2017年2月期の業績予想は、売上高18,000百万円（前期比+5.3%）、営業
利益2,600百万円（前期比+17.2％）営業利益率14.4％（前期比+1.4ポイント）
としております。
　また、配当につきましては、1株当たり26円（年間）、配当性向は84.7％の予想
であります。堅調な業績と財務基盤の安定化を踏まえ、2016年2月期に実施し
ました記念配当分を更に上回り、普通配当は16円から26円へ10円の増配とさ
せていただくものです。引き続き、積極的な利益還元に努める所存です。
　子どもたちが明るい未来へ羽ばたいていけるように、そして自らの道をしっかり
と切り拓いていけるように。10年後、20年後の社会を見据えた確実な「教育力」が
今こそ求められています。教育に携わるものの責務として、「教育力」をたゆまず
追求し、強化していくこと、これが当社の企業価値であり、社会に対する使命で
あります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご指導とご鞭撻を賜り
ますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。

2016年5月
代表取締役社長   齋藤 勝己

持続的な成長と株主還元の強化により、
企業価値の更なる向上を目指します。

株主の皆様へ
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　創業以来30年間、「やればできるという自信」「チャレンジする
喜び」「夢を持つ事の大切さ」という３つの教育理念を掲げ、子ど
もたちの輝く未来の実現に向けて全力を尽くしてまいりました。
グローバル化や技術革新などにより、急速に変化していく未来
社会のなかで、子どもたちが自らの道をしっかりと切り拓いて
いけるよう、当社では「教育力」の強化に努め、日々子どもたち
に真正面から向き合っています。教室という1つのチームが強
いエンゲージメントで結ばれ、1人ひとりの子どもたちの学力の
向上と未来を生き抜く力の育成に全力で取り組む、これが当社
の教育です。

　変化の激しい教育業界にあって、当社が常に成長し続ける理由は、他社には決して真似のできない高い「講師品質」と、その指導実
績の蓄積から得たきめ細かい「進路指導力」にあります。これら２つを合わせた「教育力」をたゆまず追求し、強化していくことこそが
当社の企業価値創出の源泉です。

東京個別指導学院が目指す教育

東京個別指導学院の教育力

企業価値である「教育力」の更なる追求

講師力の強化
　各教室に在籍する数十名の講師それぞれが、生徒の目標や成
果に対する意識を高めることで、教室というチームは成長しま
す。チームとしてホスピタリティあふれる生徒への対応を行うこ
と、これがすなわち講師力です。講師たちが教室年間計画の作
成と運用を自らで行い、教室の年間運営のPDCAを回すととも
に、教室間・地域間での横展開をすることで、全社的な教務力の
向上が実現します。

進路指導力の強化
　2015年6月、本社内に進路指導センターを設置。進路指導を
行う教室長を支援する体制として、進路指導センターと教室との
連携強化を図り、進路指導力が飛躍的に向上しています。

教室はチームです。
　教室では「すべては生徒の成果のために」という目標を共有し、目の前の子どもたち
１人ひとりに全力で向き合っています。ほんの一瞬でも子どもたちとのコミュニケー
ションの機会を大切にし、ただの挨拶だけでは終わらない、ただの授業・面談では終わ
らない、相手の気持ちになって、相手が意欲的になれるような「ホスピタリティ」ある
サービスのご提供を心がけています。
　そして、「すべては生徒の成果のために」という目標は指標化しています。
　お客様満足度の向上や講師力の強化といった観点から、教室ごとの教室年間計画を
作成し、運用する中で、子どもたちにとどまらず、講師もが成功体験を通して成長実
感を得、いつしかそれは自信に変わり、チャレンジする喜び、夢を持つ事の大切さを
学んでいます。こういった成長の連鎖が当社のサービス品質を支えています。
　これからも子どもたち・講師の無限の可能性を強く信じ、子どもたちの未来を輝かせ
るよう、日々魅力あふれる教室づくりに携わってまいります。

教育事業本部 第三事業部 
西日本第2エリア　マネージャー

川北 智之

当社の講師力・進路指導力向上への取り組みについては、
外部評価機関から高い評価をいただいています。

2015年オリコン
日本顧客満足度ランキング

「高校受験  個別指導塾(首都圏)」
同ランキング史上初の
3年連続総合１位を受賞

イード・アワード2015塾
「高校生・大学受験生／個別指導」

4年連続「最優秀賞」を受賞

教室インタビ教室インタビ教室インタビュー教室 ビ教室インタビュ教室インタビ教室インタビ教室インタビュ教室インタビュー教室イ ビ教室インタビュ教室インタビュー
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　当社では、株主様やご家族・ご友
人様に当社サービスを体験してい
ただき、事業に対する理解や共感を
より深めていただくことを目的とし
て、年2回、保有株式数に応じた授業
料割引の株主様優待券を贈呈して
おります。
　なお、このたびの贈呈より、優待
券贈呈基準などの改定を行い、一部
贈呈額を従前より引き上げるなど
の変更がございます。

事 業 年 度

期 末 配 当 金 支 払
株 主 確 定 日

第2四半期末配当金
支 払 株 主 確 定日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座
管 理 機 関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法

3月1日～翌年2月末日

2月末日

8月末日

毎年5月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL： 0120-232-711（フリーダイヤル）

株式会社東京証券取引所　市場第一部

電子公告により行う。公告掲載URL： http：//www.kobetsu.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた
ときは、日本経済新聞に公告いたします。）

1.  株券電子化に伴い、株主様の住所変更、
買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管
理機関（証券会社等）で承ることとなってお
ります。口座を開設されている証券会社等
にお問い合わせください。株主名簿管理人
（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いでき
ませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、
左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問い合わせください。なお、
三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取
次ぎいたします。

3.  未受領の配当金につきましては、支払開始
の日から満3年間に限り三菱UFJ信託銀行
本支店でお支払いいたします。

ご注意

株主メモ

● 会社概要

社 名
資 本 金
従 業 員 数

主要な事業内容
取 引 銀 行

本 社

U R L

株式会社東京個別指導学院
6億4,215万円
社員  439名
アルバイト講師他  7,453名
（パートタイマー含む）

個別指導教育を中心とした教育事業
三菱東京UFJ銀行
三井住友銀行
みずほ銀行
〒163-0525
東京都新宿区西新宿一丁目26番2号 
新宿野村ビル25階
http://ir.tkg.jp/company/

● 株式の状況

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

※持株比率は、自己株式（51株）を控除して計算しています。

267,000,000株
54,291,435株

3,827名

● 大株主（上位5名）

所有株式数（株）

33,610,800
10,344,800
3,228,000
994,800
498,800

持株比率（％）

61.90
19.05
5.94
1.83
0.91

株主名

株式会社ベネッセホールディングス
有限会社エス・ビーアセット・マネジメント
馬場 信治
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
JP MORGAN CHASE BANK 380646

会社概要・株式情報（2016年2月29日現在）

株主優待制度変更のご案内 優待の概要
● 割当基準月
● 優待の内容

● ご利用対象となる教室
  東京個別指導学院・関西個別指導学院・  
CCDnet・Benesse サイエンス教室・ 
Benesse 文章表現教室

毎年2月ならびに8月
当社が運営する各教室における  
通常授業料・受講費の割引

株式数
ご優待額（年2回） 合計（1年間）
 5月発行（2月末基準）

年間ご優待額
 11月発行（8月31日基準）

100 株以上 1,000 円 2,000 円
300株以上 3,000 円 6,000 円
700株以上 9,000 円 18,000 円
3,000 株以上 18,000 円 36,000 円
9,000 株以上 36,000 円 72,000 円
15,000 株以上 48,000 円 96,000 円

● 優待券贈呈数

※ ご利用方法の詳細は優待券と同封の「優待券ご利用の手引」、または下記の
当社WEBサイトにてご確認いただけます。 
http://ir.tkg.jp/stocks/compliments.html
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（証券コード4745）

平成28年5月25日

株主各位
東京都新宿区西新宿一丁目26番2号

新宿野村ビル25階

株式会社東京個別指導学院

代表取締役社長　齋藤勝己

第33期定時株主総会決議ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、本日開催の当社第33期定時株主総会におきまして、下記のとおり報告及び決議されましたので、ご通知

申し上げます。

敬具

記　

報告事項  第33期（平成27年3月1日から平成28年2月29日まで）事業報告及び計算書類報告の件 

本件は、上記の内容を報告いたしました。

決議事項

第1号議案 剰余金処分の件 

 本件は、原案のとおり承認可決されました。

  なお、第33期期末配当金は、1株につき12円（普通配当金8円・記念配当金4円）と決定いたし

ました。

第2号議案 取締役7名選任の件 

  本件は、原案のとおり承認可決され、取締役に齋藤勝己氏、井上久子氏、舟戸彰一氏、大村信明氏、

岩田松雄氏、上田祐司氏が再任され、新たに山河健二氏が選任され、それぞれ就任いたしま

した。

  なお、大村信明氏、岩田松雄氏、上田祐司氏は、社外取締役であり、株式会社東京証券取引所の

定めに基づく独立役員として届け出ております。

　本総会終了後開催の取締役会において、齋藤勝己氏が代表取締役社長に、井上久子氏が取締役副社長に

選定され、それぞれ就任いたしました。

　また、本総会終了後開催の監査役会において、常勤監査役に藤田穣氏が選定され、就任いたしました。

第33期期末配当金のお支払について

　第33期期末配当金は、同封の「第33期期末配当金領収証」により最寄りのゆうちょ銀行（郵便局）において、

ゆうちょ銀行（郵便局）取扱期間内（平成28年5月26日から平成28年6月27日まで）にお受け取りください。

　なお、振込ご指定の株主の方には、「配当金計算書」及び「配当金振込先のご確認について」に記載のとおり

お手続をいたしますので、ご確認ください。　　　　　　　　　

以上


